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FromプラネットVol.155                                            ＜家の掃除に関する意識調査＞ 

 

 

 

 国内1,400社超が利用する日用品流通の情報基盤を運営する株式会社プラネット（所在地：東京都港区、代表取締役社

長：田上正勝）は消費財や暮らしにまつわるトピックスをお届けする 『Fromプラネット』 の第155号として、家の掃除に関

する意識調査の結果をご紹介します。未掲載のデータもご提供できますのでお気軽にお問い合わせください。 

■ 掃除は“まとめて”より、“定期的” “小まめ”に 
 「家事のなかで苦手なものは？」と聞かれたら、「掃除」と答える人は意外と多いかもしれません。片や、新型コロナ

ウィルスの流行で在宅時間が増えたのをきっかけに、思う存分に掃除や“断捨離”をしてスッキリした、という人もい

るでしょう。気温・湿度ともに高くない春は掃除にうってつけの季節ということもあり、今回は家の掃除について、頻度

や汚れが気になる場所から大掃除まで、いろいろと探ってみました。 

 まずは、“掃除のスタイル”について聞い

てみました（図表1）。最も多かったのが

45.3％の人が挙げた「定期的に掃除」。こ

れに「気づいたときや時間が空いたときに

小まめに掃除」32.4％が続き、この2パター

ンが掃除の主流となっています。一方で、

「月1回などまとめて掃除」と「日頃は軽く済

ませて、大掃除で念入りに」を合わせた“ま

とめて派”は7.9％、「気になるところだけ掃

除をして、あとは目をつぶる」も9.3％ととも

に少数派。「まったく/ほとんど掃除しない」

は5.1％でした。 

 年代別では、30～50代の働き盛り世代で

は「定期的に掃除」が「小まめに掃除」を15

～20ポイント上回るのに対し、時間的に余

裕があると思われる60代以上では拮抗。“まとめて派”は30代以下が1割強と比較的多い傾向がみられました。 

 同居家族構成別でみると、7歳未満の乳幼児や未就学児童がいる家庭では「定期的」が6割強と突出しており、「小

まめ」との合計は9割超に。小さい子どもがいると床などが汚れがちなうえ、抵抗力の面からも掃除に気を遣ってい

る家庭が多いと思われます。一方、自身や家族にほこりや花粉などが原因の喘息やアレルギー症状がある人の掃

除スタイルは、意外にも平均並みという結果でした。 

■ 4分の3が、掃除は“30分以下で” 
家事は時間をかけずに済ますに越したことはなく、

掃除についても同じことが言えます。そこで、日常的

な掃除にどれくらいの時間をかけているのかを聞い

てみました（図表2）。その結果、最も多かったのが

「16〜30分」が45.6％で、「15分以下」が30.9％と続き

ました。実に4分の3の人が30分以下で効率的に掃除

していることがわかりました。 

年代別では、15分以下で手早く掃除を済ませる傾

向は若年層ほど強く、20代と70代以上では約2倍の

差があります。一方で、時間的な余裕を反映してか、

30分以上かけて掃除をする比率は他年代より60代以上で高くなっています。  

キッチンと浴室は毎日掃除、大掃除は定番の年末が主流 
～汚れが気になるうえ掃除が面倒なのは、やはりあの場所～ 

図表1 「あなたの家庭の掃除スタイルは、以下のどれに近いですか」  

についての回答 

全体　(n=4000)

【年代別】

20代　(n=305)

30代　(n=479)

40代　(n=835)

50代　(n=1101)

60代　(n=812)

70代以上　(n=468)

【同居家族構成別】

7歳未満の乳幼児・未就学児　(n=275)

75歳以上の高齢者　(n=501)

ほこりや花粉、ペットが原因の喘息やアレルギーあり　(n=1177)
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図表2 「あなたの家庭で日常的な掃除1回あたりの 

所要時間をお答えください」 についての回答 

全体　(n=3795)
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■ キッチンや浴室は「毎日掃除」が多数、女性に過負担も 
 一口に“掃除”と言っても、場所によってその頻度は異なります。そこで、場所ごとに掃除の頻度を聞いてみました

（図表3）。「ほぼ毎日」掃除する人が多かったのは、キッチンの「シンク周り」「コンロ周り」と「浴室」。汚れをためてし

まうと落ちづらくなる箇所という点で共通しています。また、食器洗いや調理、入浴の後などの“ついで”に掃除する

のが習慣化している人が多いことも反映していそうです。 

 「床や畳の掃除機かけ」は「週に1～2回」が最多と、意外に少ない気もします。お掃除用のワイパーなどを併用す

れば、掃除機が登場する頻度は少なくなるのかもしれませんね。「廊下、階段」も同頻度が最多なのは同じ理由とい

えるでしょう。ほかには、「トイレ」「洗面

所」の水回りで「週1～2回」が多数派で

した。 

 「年に1回」と「半年に1回」が1、2位と

“大掃除案件”と言えるのが「換気扇、

レンジフード」と「窓、網戸」。「ベランダ」

は「まったくしない」が2割と最多ですが

全体にばらけており、家庭によって頻

度の差が大きいようです。 

 これらの場所を誰が掃除しているかも

気になるところ。そこで、家庭内で主に掃除

をしている人を男女別にまとめたのが図表4

です。女性の回答を見ると、「自分」とした比

率が7割以上、「自分または家族」としている

ものも2割前後の項目が多く、家庭内での

家事分担が進んでいない現状がうかがわ

れます。特に、「シンク周り」や「コンロ周り」

といったキッチンの掃除は女性に偏る傾向

が強いようです。一方で、男女差が比較的

小さいのが、“ついで掃除”が可能な「浴

室」、掃除頻度は低いが労力が大きい「ベラ

ンダ」「窓、網戸」となりました。 

■ 最も汚れが気になるのは「トイレ」、掃除が面倒なのは… 
 家の中で汚れが気になる場所についても聞いたところ（図表 5）、「トイ

レ」が 55％と最多に。以下、キッチンの「コンロ周り」「レンジフード、換

気扇周り」「シンク周り」のほか、「浴室」などの水回りが 50％超に。ま

た、「リビング」「ダイニング」といった家族が集まる場所や、外部との接

点となる「窓、網戸」、汚れが目につきにくいゆえに気になるのか「照明

の傘」も 3 割を上回りました。 

 これを“掃除が面倒”という観点から聞いたところ、多くの人が挙げた

のが「レンジフード、換気扇」。確かに、油でベトついたレンジフードの掃

除は億劫で、つい後回しにしがちですね。掃除頻度が高いのに掃除が

面倒と感じる人が多いのが「トイレ」「浴室」「キッチンのコンロ周り」。金

具や水栓などもあり、隅々まで掃除するには大変だと思うのでしょう

か。同じ水回りでも「洗面所」は面倒と感じる人は少ないようです。「リビ

ング」や「ダイニング」は、フローリングやクッションフロアであれば比較

的掃除の手間はかからないことが反映されてか、約 1 割にとどまって

います。  

図表3 「あなたの家庭では、以下の場所をどれくらいの頻度で 

掃除しますか」についての回答（抜粋） 
(%)

n=3795
床や畳の

掃除機かけ
キッチンの
シンク周り

キッチンの
コンロ周り

換気扇、
レンジフード

トイレ 浴室 洗面所 廊下、階段 ベランダ 窓、網戸

ほぼ毎日（週に5回以上） 16.8 30.4 26.3 2.1 14.0 32.6 18.7 11.9 2.1 1.3
週に3～4回 13.3 10.8 10.2 1.7 12.1 16.4 13.6 10.9 2.7 1.6
週に1～2回 40.3 23.5 21.5 6.5 38.6 23.8 31.3 30.0 10.5 6.3
月に2～3回 11.6 10.6 11.5 6.6 15.6 10.0 13.1 12.9 9.0 5.7
月に1回 6.8 9.2 9.9 14.0 9.9 7.0 9.8 9.7 12.2 10.2
2～3か月に1回 3.0 4.8 6.3 13.7 3.7 3.5 3.9 4.6 11.4 12.7
半年に1回 1.5 2.3 3.8 18.6 1.5 1.6 2.3 2.6 11.6 19.0
年に1回 1.0 1.9 2.9 18.9 0.6 0.8 0.9 1.6 10.0 20.7
上記未満 1.7 2.2 2.6 7.8 1.3 1.5 2.0 2.8 8.5 11.0
全くしない 4.0 4.2 5.0 9.9 2.7 2.9 4.3 13.1 22.1 11.5

各項目の■　1位、■　2位、■　3位

図表5 「家の中で汚れが気になる場所と、 

掃除をするのが面倒だと感じる場所を 

お答えください」についての回答（複数回答） 

 

トイレ

キッチンのコンロ周り

キッチンのレンジフード、換気扇周り

浴室

キッチンのシンク周り

洗面所

全体　(4000)

リビング

ダイニング

窓、網戸

照明の傘

家具の下や裏

玄関

55.0%

51.4%

50.4%

50.3%

49.6%

37.3%

37.2%

34.9%

33.6%

30.7%

29.3%

26.1%

31.2%

28.6%

41.5%

29.9%

22.7%

13.6%

10.8%

11.0%

24.6%

22.3%

21.4%

8.3%

汚れが気になる

掃除が面倒

図表4 「あなたの家庭では、以下の場所を主に誰が掃除しますか」  

についての回答（抜粋） 

 

(%)

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
(1802) (1840) (1765) (1869) (1746) (1860) (1675) (1743)

自分 39.5 79.5 40.0 32.5 83.4 50.8 32.8 83.3 50.5 39.3 72.7 33.3

自分または家族 38.8 15.0 23.8 38.4 12.1 26.3 37.5 11.9 25.6 36.2 17.0 19.2

家族 20.8 4.8 15.9 28.3 4.0 24.3 28.9 4.2 24.7 23.0 8.6 14.4

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
(1798) (1894) (1800) (1886) (1459) (1498) (1661) (1697)

自分 36.2 80.7 44.5 45.0 69.7 24.7 42.0 71.2 29.2 45.4 66.9 21.5

自分または家族 36.6 13.5 23.1 37.1 21.8 15.2 36.0 19.3 16.7 36.2 23.0 13.1

家族 26.2 4.9 21.3 17.0 7.7 9.3 20.8 8.1 12.7 17.2 8.5 8.7
「男性」「女性」の下のカッコ内はｎ数。　「男女差」の赤字:女性の方が高い、青字:男性の方が高い

「自分で掃除する」で女性の超過ポイント差が、■　50ポイント以上、■　30ポイント以下

男女差 男女差 男女差 男女差

男女差男女差男女差

ベランダ 窓、網戸トイレ 浴室

換気扇、レンジフードキッチンのコンロ周りキッチンのシンク周り床や畳の掃除機かけ

男女差
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■ 大掃除は8割が実施、時期はやっぱり「年末」 
 掃除といえば“大掃除”を連想する人も少なくないでしょう。新年を気持ちよく迎えるため、家族総出で掃除…という

のは年末の風物詩ですが、寒い時期に窓を開け放って掃除をしたり、水を使って窓ふきなどをしたりするのは負担

が大きいもの。最近はゴールデンウィークなど年末以外に大掃除をする人が増えているという話も耳にします。そこ

で、大掃除についても色々とたずねてみました（図表6）。 

 そもそも大掃除をするかどうかを聞いたところ、「毎年する」が44.9％、「する年と、しない年がある」35.4％と、合わ

せて8割の人が実施していると回答。「まったくしない」も2割弱ですが、こまめに掃除をしていたり、年に2～3回「中掃

除」をするなど、必要がないと感じている人もいると思われます。 

 大掃除をする時期としては、定番の「年末（12月）」が75.5％と圧倒的多数に。次いで「年末以外の冬」が11.9％と、

9割近くの人が冬に大掃除をしていました。年末以外でまとまった休みが取れる「夏季休暇中」と「ゴールデンウィー

ク期間中」はそれぞれ8.0％、6.4％と現状では少数派のようです。とはいえ、何かと慌ただしい年末に家中すべての

箇所を完璧に掃除するのは至難の業

です。4ページの自由回答にあるよう

に、水を使う窓や外周りの掃除は暖か

い季節に済ませて年末は家の中を中

心に掃除、あるいは年に複数回“中掃

除”をする、というように、大掃除という

風習は残りながらも、それぞれのライフ

スタイルに合わせたかたちにアレンジ

させていく人が今後さらに増えていくか

もしれませんね。 

■ 掃除用具の定番は「掃除機」、「雑巾」は大掃除でも活躍 
 次に、日常の掃除と大掃除でどんな掃除グッズを使っているかを聞きました（図表7）。その結果、最も多く使われ

ているのが「掃除機（ロボット掃除機以外）」で、日常の掃除で81.6％、大掃除で73.8％と不動の地位に。一方、近年

注目されている「ロボット掃除機」（図表非掲示）は、日常の掃除7.4％、大掃除3.5％と普及途上のようです。 

 「雑巾」は日常の掃除で4位と、「拭き掃除用シート」（ウェット、ドラ

イとも）よりも上位にあるのは少し意外な印象です。「雑巾」は大掃

除では2位と過半数が使っており、これに「洗剤類」や「カビ取り・カ

ビ予防剤」「クレンザー」「クエン酸、重曹」を併用し徹底的にキレイ

にする！ という意欲が見て取れます。 

 自由回答では“意外な掃除法”を紹介してくれたものもあったので、

以下にまとめました。折しもゴールデンウィーク間近、大掃除を予

定している方は参考にしてみてはいかがでしょうか。 

図表7 「あなたの家庭では、どの掃除グッズ 

を使いますか」についての回答（複数回答） 

掃除機(ロボット掃除機以外)

洗剤類

スポンジ、ブラシ

雑巾

拭き掃除用シート(ウェットタイプ)

フロアワイパー

全体　(4000)

除菌剤

モップ類

クエン酸、重曹

カビ取り・カビ予防剤

ハンディワイパー

拭き掃除用シート(ドライタイプ)

ホウキ・ちり取り

クレンザー、研磨剤

漂白剤

81.6%

47.2%

45.2%

43.9%

36.5%

36.4%

35.0%

31.0%

29.8%

28.9%

26.0%

23.5%

19.4%

17.3%

16.8%

73.8%

49.5%

45.3%

55.0%

34.2%

28.9%

43.5%

26.2%

23.8%

25.2%

33.2%

23.8%

17.7%

17.6%

22.0%

日常の掃除
大掃除

図表6 「あなたの家庭の大掃除についてお答えください」 についての回答 

 

【大掃除をするか】                【いつ大掃除をするか】（複数回答） 

 

● 窓掃除の際に新聞紙を使う（男性・50 代、ほか） 

● トイレットペーパーの芯を窓枠の角度に切って、反対側を掃除機のノズ

ルにはめると、土埃がきれいに取れる（男性・40 代） 

● ハンガーにストッキングの破れたものを巻き付けた「はたき」が埃をよく取

ってくれる（女性・50 代） 

● 水回りの清掃で、一般的な洗剤にクエン酸を加えたところ、垢の落ちが

良かった（男性・50 代） 

● レモンの皮で浴室の水栓周り磨き（男性・50 代） 

● レンジフードのフィルター枠は、100 均で買ったアクリル毛糸で編んだタ

ワシで洗うと、洗剤無しで油汚れなどが簡単に落ちる。安価で惜しげなく

使い捨てできる（女性・50 代） 
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■ 掃除好きな人は実は少数派…!? 
 最後に、家の掃除について感じることなどを教えてもらいました。多くの人が「掃除は嫌い」「仕方なくやっている」な

ど率直な気持ちを書いてくれました。その一方で「掃除が好き！」と“きれい好き”を自負する人も。また新型コロナで

在宅が増えたことをきっかけに掃除に目覚めたという声もありました。やはり掃除の基本は「気付いたらすぐやる」

「先送りしない」。面倒がらず、無理のない範囲内で、時には道具・機器に頼ることも肝要でしょう。 

調査機関：株式会社プラネットによる調査企画をもとに、株式会社ネオマーケティングにて「家の掃除」に関する意識調査を実施。 
期間：2021年3月15日～18日、インターネットで4,000人から回答を得ています。 

株式会社プラネットとは https://www.planet-van.co.jp/  
メーカー、卸売業、小売業がサプライチェーンとして連携し、生活者へのサービス向上を目指して進化を続ける日本の消費財流通を、情報インフラ運営で支え
ている上場企業（証券コード2391）です。 

From プラネットとは https://www.planet-van.co.jp/news/from_planet.html （バックナンバーもご覧になれます） 
株式会社プラネットが発信しているニュースレターです。消費財や暮らしに関する旬なトピックスなどをご紹介しています。 

本件に関するお問い合わせ先 
（感想や取り上げてほしいテーマなどもお寄せください。今リリースに掲載していない結果や属性データもご紹介できます） 

株式会社プラネット 広報部（河合、角田
つ の だ

） 

E-mail : koho-pr@planet-van.co.jp 

《 家の掃除について感じることなど》 
【掃除…好きです!】 
● 掃除は好きで毎日5時から7時まで集中してやっている。汚れはほとんどないが習慣になっているのでやらないと

落ち着かない。（女性・60代） 
● 掃除が趣味のようなものなので、年末の大掃除はもちろんしますが、日々汚れが気づいたときにこまめにするよ

うにしています。最近は100円ショップのグッズをよく利用します。（女性・60代） 
● ながら掃除が得意。料理しながらシンクやコンロを掃除、トイレに入った後軽く拭き掃除、風呂に入りながら床

掃除やシャンプー台などを掃除。（女性・60代） 

【掃除は…苦手・面倒】 
● 基本的に掃除が嫌いなので、いつも苦痛。物を捨てるタイミングがわからなくて、片付けたつもりが移動だけし

た形になってしまい、尚更やる気をなくす。（女性・50代） 
● 掃除は面倒くさくてできればやりたくないが、いったん始めるとのめりこみ、やり終わると満足感がある（男性・

20代） 
● 掃除が嫌いだから、テレワーク中の主人にやってもらえるよう仕込んでいる。（女性・50代） 
● いつも家の中をキレイにしておきたい気持ちはあるが、掃除は嫌いだしめんどうくさい。家事代行を頼めるほど

家計に余裕もない。家事代行を頼むために片付けをしないといけないような気がして本末転倒?（女性・50代） 

【コロナ下のお掃除事情】 
● 在宅勤務を始めてから、自分の部屋を掃除機がけする機会が増えた。同時に、不要なものを廃棄・処分するよう

になったためか、いつの間にか部屋のなかがすっきりしていた。（男性・30代） 
● コロナで家にいる時間が増えてから、掃除をルーティーン化（毎週日曜一気にやるとか）することで、前ほど苦

ではなくなった。（女性・30代） 
● 家族の在宅時間が⾧く、リモートワークやオンライン授業などで思ったように掃除ができず困る。（女性・50代） 

【大掃除は年末以外に!】 
● ゴールデンウィークは気候的に窓を開けっ放して夕方までできるので、押し入れの中のものも全部出して大掃除

をする。年末は水回りだけ普段の掃除より丁寧にする。（女性・50代） 
● 大掃除の年末はやめるようにした。理由は寒く・冷たいから。気候のいい時に行うことで、より綿密にしっかり

と掃除できるようになった。（男性・50代） 


